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観
光
産
業
や
観
光
地
域
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
急
増
な
ど
で

大
き
な
変
革
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
新
し
い
年
に
あ
た
っ
て
、
観
光

庁
の
田
村
明
比
古
長
官
、
日
本
観
光
振
興
協
会
の
山
口
範
雄
会
長

（
味
の
素
特
別
顧
問
）
、
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
松
山

良
一
理
事
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
観
光
の
現
状
や
展
望
に
つ
い

て
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。
（
司
会
・
本
紙
編
集
長
　
内
井
高
弘
）

　

は
じ
め
に
２
０
１
５
年
は

ど
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
か
。

　
田
村
　

年
の
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
は
、
１
９
０
０
万
人
台
に

達
し
、
史
上
最
高
と
な
る
。
日
本

人
の
出
国
者
数
が
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
を
大
き
く
上
回
る
時
代

が
長
ら
く
続
い
て
い
た
が
、

年

に
は
つ
い
に
逆
転
し
た
。
こ
れ
は

エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
出
来
事

だ
。
諸
外
国
は
通
常
、
観
光
政
策

と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
わ
が
国
も
戦
後
し
ば

ら
く
は
そ
う
だ
っ
た
が
、
１
９
８

０
年
代
に
は
貿
易
黒
字
を
減
ら
す

た
め
に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
力
を

入
れ
た
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
特

異
な
事
例
。
そ
れ
が

世
紀
を
迎

え
よ
う
か
と
い
う
時
に
、
再
び
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
政
策
の
軸
足
を
戻

し
た
。
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事

業
を

年
に
開
始
し
、
外
国
人
旅

行
者
が
増
え
始
め
た
が
、
外
的
要

因
な
ど
も
あ
っ
て
な
か
な
か
大
き

な
飛
躍
と
な
ら
な
か
っ
た
も
の

が
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く
実
を
結

ん
だ
。
わ
が
国
の
観
光
の
歴
史
の

流
れ
の
中
で
、
後
に
記
憶
さ
れ
る

年
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
山
口
　

年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

四
つ
挙
げ
て
み
た
い
。一
つ
目
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
加
速
度
的
な
増

加
。
旅
行
者
数
だ
け
で
な
く
、
消

費
額
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
日
本

経
済
に
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
外

国
人
旅
行
者
の
急
増
と
と
も
に
、

課
題
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
地
方
に
お
け
る
宿
泊
、
運
輸

な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
、
旅
行
者

の
マ
ナ
ー
問
題
な
ど
を
含
め
て
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
年
だ
っ
た
。

　
二
つ
目
は
国
内
観
光
に
つ
い

て
。
全
体
と
し
て
は
年
初
は
や
や

低
調
だ
っ
た
が
、
４
月
ご
ろ
か
ら

好
転
し
た
。
円
安
に
伴
う
国
内
旅

行
へ
の
シ
フ
ト
に
加
え
、
北
陸
新

幹
線
の
金
沢
開
業
、
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
な
ど
が
あ
り
、
新
た
な

観
光
地
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
地
域
消
費
喚
起
の
た
め
の

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
多
く
の

自
治
体
が
発
行
し
た
「
プ
レ
ミ
ア

ム
旅
行
券
・
宿
泊
券
」
な
ど
も
需

要
を
喚
起
し
た
と
言
え
そ
う
だ
。

　
一
方
、
国
内
の
観
光
地
に
は
、

火
山
活
動
な
ど
の
影
響
を
大
き
く

受
け
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
地
域

の
関
係
者
は
大
変
な
苦
労
だ
っ
た

と
思
う
が
、
情
報
発
信
や
関
係
者

間
の
連
携
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
応

な
ど
風
評
被
害
対
策
に
関
し
て

は
、
今
後
の
参
考
に
な
る
取
り
組

み
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
三
つ
目
に
は
、
訪
日
市
場
を
支

え
て
い
る
国
々
と
の
交
流
が
進
ん

だ
こ
と
。
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
が

山
形
県
で
開
催
さ
れ
、
日
中
韓
観

光
大
臣
会
合
が
４
年
ぶ
り
に
開
か

れ
た
。
観
光
業
界
を
中
心
に
２
月

に
は
１
４
０
０
人
が
韓
国
を
、
５

月
に
は
３
千
人
が
中
国
を
、

月

に
は
千
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪

問
し
た
。
政
治
的
な
緊
張
関
係
に

あ
っ
た
中
国
、
韓
国
と
観
光
を
起

点
に
し
た
関
係
改
善
が
進
ん
だ
。

　
四
つ
目
は
、
日
観
振
と
日
本
旅

行
業
協
会
が
主
催
し
て
い
る
「
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」。

２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
展

示
会
に
は
１
４
１
の
国
・
地
域
、

国
内

都
道
府
県
か
ら
１
１
６
１

の
企
業
・
団
体
が
出
展
し
、一
般
、

業
界
を
合
わ
せ
て

万
４
千
人
が

来
場
し
た
。
青
森
県
の
ね
ぶ
た
を

披
露
し
た「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
」、

新
設
し
た
顕
彰
事
業
の
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ア
ワ
ー
ド
」、

世
界
の
観
光
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加

し
た
「
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

な
ど
各
事
業
が
成
功
を
収
め
た
。

目
指
し
て
き
た
世
界
レ
ベ
ル
の
旅

行
見
本
市
、
総
合
観
光
イ
ベ
ン
ト

に
実
態
が
伴
い
始
め
た
。

　

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
か
ら
見
た

年

と
い
う
年
は
。

　
松
山
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す

る
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
た
年
だ

っ
た
。
山
口
会
長
が
お
話
し
に
な

っ
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
」
に
併
せ
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

は
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ト

ラ
ベ
ル
＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ト
」
を

開
催
し
て
い
る
。

年
の
開
催
で

は
商
談
会
の
参
加
定
員
が
埋
ま
る

の
に
５
日
間
か
か
っ
た
が
、

年

は
わ
ず
か
８
時
間
で
定
員
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
訪
日

旅
行
市
場
へ
の
注
目
の
高
さ
を
考

え
る
と
、
日
本
の
観
光
は
、
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
言
え
る

と
思
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
旅
行

者
数
の
増
加
に
伴
い
、
消
費
額
が

拡
大
し
た
。

年
は
約
２
兆
円
だ

っ
た
が
、

年
は
３
兆
円
を
超
え

る
見
通
し
だ
。
経
済
的
な
面
か
ら

見
て
も
、
観
光
の
ス
テ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
。

　
政
府
の
観
光
へ
の
注
目
も
さ
ら

に
高
ま
っ
た
。
９
月
に
国
連
総
会

に
合
わ
せ
て
訪
日
観
光
セ
ミ
ナ
ー

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
い
た

が
、安
倍
総
理
が
出
席
し
た
。

松
山
　
訪
日
観
光
セ
ミ
ナ
ー

は
世
界
各
地
で
開
い
て
い
る

が
、
首
相
が
出
席
し
て
自
ら
訪
日

を
呼
び
か
け
る
の
は
、
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。
観
光
産
業
を
日
本

の
基
幹
産
業
に
育
成
す
る
と
い
う

目
標
も
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
観

光
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
し
て
も
重
要
な
年

で
、

年
か
ら
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
事
業
の
執
行
機
関
に
な
っ

た
。
事
業
予
算
が
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
直

接
投
入
さ
れ
、
広
告
宣
伝
な
ど
に

関
す
る
海
外
で
の
直
接
契
約
も
可

能
に
な
っ
た
。
市
場
動
向
の
変
化

に
対
応
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
業
界
に
と
ど
ま
ら
な
い

関
係
機
関
と
の
連
携
も
さ
ら
に
拡

大
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
推
進

態
勢
が
強
化
さ
れ
た
。

　

観
光
の
政
策
全
般
に
お
け

る
重
要
度
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と

考
え
て
よ
い
の
か
。

　
田
村
　
観
光
は
成
長
戦
略
の
極

め
て
重
要
な
柱
の
一
つ
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
旅
行
者
数
が
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
を
上
回
っ
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
国
際
旅
行
収
支
が
大
き

な
黒
字
と
な
る
見
通
し
だ
。
訪
日

外
国
人
の
旅
行
消
費
額
が
３
兆
円

に
な
る
と
、
輸
出
産
業
の
中
で
は

自
動
車
部
品
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、

ベ
ス
ト
５
に
入
る
輸
出
産
業
に
成

長
し
た
こ
と
に
な
る
。
観
光
の
場

合
は
、
そ
の
恩
恵
が
地
方
に
も
た

ら
さ
れ
る
の
で
、
地
方
創
生
の
観

点
か
ら
し
て
も
期
待
が
大
き
い
。

　

年

月
に
安
倍
総
理
を
議
長

と
し
た
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」
と
い

う
民
間
有
識
者
を
交
え
た
会
議
体

が
立
ち
上
が
っ
た
。
先
ほ
ど
松
山

理
事
長
が
、
「
観
光
は
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
入
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
、

年
に
訪
日
外
国

人
２
千
万
人
と
い
う
目
標
の
前
倒

し
の
実
現
が
視
野
に
入
る
中
で
、

そ
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議

は
、
も
っ
と
高
い
次
元
の
観
光
立

国
を
目
指
す
と
い
う
視
点
で
議
論

を
深
め
、
３
月
末
を
め
ど
に
目
標

や
構
想
を
と
り
ま
と
め
る
。

　
指
摘
さ
れ
て
い
る
受
け
入
れ
態

勢
に
関
し
て
は
、
大
都
市
の
ホ
テ

ル
不
足
、
地
方
の
受
け
入
れ
環
境

整
備
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
出
入
国
管
理
な

ど
）
の
強
化
、
旅
館
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
、
通
訳
ガ
イ
ド
の
育
成

な
ど
課
題
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
解

決
で
き
る
か
、
現
状
に
と
ど
ま
る

か
。
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
な
観
光
大
国
に
な

れ
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
あ
る
。

日
本
は
観
光
大
国
に
成
長
を
遂
げ

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ
る

が
、
今
か
ら
手
を
打
た
な
い
と
、

新
た
な
次
元
に
は
入
れ
な
い
。

　

新
た
な
次
元
を
目
指
す
上

で
、
観
光
庁
の
施
策
で
は
ど
う
い

っ
た
点
が
課
題
に
な
る
の
か
。

　
田
村
　
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

事
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は

磨
き
が
か
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
を

さ
ら
に
高
度
化
し
て
い
く
。
他
方

で
、
少
し
足
り
な
か
っ
た
部
分
は

観
光
産
業
政
策
だ
。
手
つ
か
ず
の

部
分
が
多
く
、
取
り
組
み
を
強
化

し
な
い
と
い
け
な
い
。

　
特
に
旅
館
業
に
対
す
る
施
策
は

強
化
が
必
要
だ
。
生
産
性
を
い
か

に
高
め
る
か
。
い
か
に
従
業
員
の

待
遇
を
改
善
し
、
優
秀
な
人
材
を

集
め
、
定
着
さ
せ
る
か
。
そ
う
し

た
経
営
改
革
が
で
き
る
経
営
者
を

い
か
に
育
成
す
る
か
。
企
業
の
自

助
努
力
が
基
本
だ
が
、
そ
れ
を
後

押
し
す
る
制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
。
旅
館
業
法
も
、
国
際
観
光
ホ

テ
ル
整
備
法
も
、
昭
和

年
代
に

で
き
た
法
律
だ
。
制
定
当
時
と
は

大
き
く
環
境
が
変
わ
っ
て
お
り
、


世
紀
の
制
度
の
あ
り
方
を
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
山
口
　
観
光
産
業
、
観
光
と
い

う
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
感
じ
る

の
は
、
需
要
対
応
と
い
う
面
が
弱

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

他
の
産
業
、他
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
次
々
に
出

し
て
い
く
。
そ
れ
が
最
優
先
。
私

は
食
品
業
界
が
長
い
が
、
食
品
産

業
は
そ
れ
の
最
た
る
も
の
で
、
需

要
に
合
わ
せ
て
商
品
を
ど
ん
ど
ん

変
え
て
い
く
。
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

て
、
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
は
ず

だ
。
こ
れ
か
ら
観
光
産
業
を
も
う

一
段
伸
ば
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
対
応
、
需
要
対

応
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
田
村
　
宿
泊
業
だ
け
で
は
な

い
。
旅
行
業
に
も
課
題
は
多
い
。

一
部
の
企
業
を
除
け
ば
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
で
稼
ぐ
モ
デ
ル
が
で
き
て

い
な
い
。
制
度
的
に
も
、
構
造
改

革
を
促
す
よ
う
な
支
援
策
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。

　

「
地
方
創
生
」
に
向
け
た

観
光
分
野
の
動
き
は
。

　
田
村
　
「
明
日
の
日
本
を
支
え

る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」
で

安
倍
総
理
は
、
「
キ
ー
ワ
ー
ド
は

地
方
と
消
費
」と
発
言
し
て
い
る
。

地
方
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
恩

恵
を
広
げ
る
と
い
う
の
が
わ
れ
わ

れ
の
方
向
性
だ
。
地
方
は
人
口
減

少
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
直

面
し
て
い
る
。
定
住
人
口
が
１
人

減
る
と
、
年
間
で
消
費
が
１
２
５

万
円
減
少
す
る
。
こ
れ
を
埋
め
合

わ
せ
る
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
９

人
を
呼
び
込
め
ば
い
い
。
交
流
人

口
の
拡
大
が
地
方
の
活
力
の
維

持
、
成
長
の
カ
ギ
。
や
れ
る
こ
と

は
す
べ
て
や
っ
て
い
く
。


